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Ｒ2.2.17 総合教育会議【資料２】 

部活動見直しに向けた今年度の取り組みと今後の予定 

学校教育課 

1. 本年度の取り組み 

（１） これまでに行った部活動見直しに関する会議等 

月 日 部活動見直しの工程 

7 月 

 

〇 第１回部活動検討委員会準備会 

・今後の部活動の方向性について協議（検討内容・課題の確認） 

主なメンバー：校⾧会役員、校⾧会部活動担当、中小体連支所⾧、学校教育課 

〇「部活動ガイドライン策定のためのアンケート」の実施・意見集約。（※学校⾧対象） 

〇 準備委員会の意見、アンケートを受けた教育委員会案①の作成 

8 月 〇 第 2 回部活動検討委員会準備会。 

・教育委員会案①の検討 

〇 学校教育課内で「部活動見直し１次案」の作成に着手。 

9 月 〇 教育部内での「部活動見直し１次案」の検討 

〇 第３回部活動検討委員会準備会 

・「部活動見直し１次案」の検討・確認 

〇 校⾧会議にて「部活動見直し１次案」を提案。 

１０月 〇 「部活動見直し１次案」についてのアンケート実施・意見集約。（全教職員対象） 

〇 学校教育課内で「部活動見直し２次案」の作成に着手。 

１１月 〇 校⾧研修会にて「部活動見直し２次案」を提案。 

１月 ○ 校⾧会議にて今年度のまとめの説明と今後の工程を説明。 

 

 

（２） 現在に至るまでの経緯 

今年度、小学校の大会廃止や業後活動の推進などを盛り込んだ部活動見直し案を提示し、校⾧会議

や校⾧研修会、全教職員に対するアンケートなどで見直し案に対する意見を聞いた。また、他市の状

況を把握した。 

教員アンケートでは７割程度の理解する意見のほか、これまで行われていた部活動の意義や問題点、

部活動への思いや大会が廃止された場合の懸念なども多数あがった。さらに、見直し決定までのプロ

セスについての課題も多数寄せられた。 

そこで当初予定していた工程（本年度中に見直し案を作成）を一時凍結し、本年度の取り組みを総

括したうえで、新たに協議・検討していく場を整えて見直しを進めていくこととした。 

ついては今後、部活動検討委員会を立ち上げ、今年度寄せられたた意見をもとに、部活動の大会の

存続と廃止を含めて、どういった部活動の在り方が田原市の子どもや教職員、また保護者を始めとし

た地域の人々にとって最適な方法なのか、来年度以降も検討を継続していく。  
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2. 今後の予定 

・ 令和２年１月の政策推進会議と令和２年２月の総合教育会議で部活動見直しの現状報告をする。 

・ 令和２年２月に部活動ガイドラインを策定し、２カ月の周知期間を経て４月より実施する。 

・ 令和２年 4 月に「部活動検討委員会（名称仮）」を設置し、部活動の在り方について検討を続け

る。検討委員会の委員は別表（案）とする。 

・ 中小体連主催の大会の持ち方について中小体連田原支所に検討を依頼する。 

 

 

3. 部活動検討委員会の役割 

・ 教育委員会が主催し、部活動の在り方について協議し、見直し案を教育委員会に報告する。 

 

 

4. 「部活動検討委員会（名称仮）」委員（案）      ※今後関係機関と調整 

 

※委員（委員⾧・副委員⾧を含む）１１名。事務局５名。 

 

《資料１》 二次案の要点 

○ 子供たちの自主的・主体的な活動の推進 

○ 希望制導入や活動内容・期間・時間の見直し、外部機関への協力依頼など持続可能な活動とする。 

○ 各種大会と音楽会については、廃止を含めて開催時期や運営方法を検討する。 

  

 役職 職名 氏名 所属 

１ 委 員 ⾧ 教育部⾧   

２ 副委員⾧ 校⾧会代表   

３ 委 員 校⾧会部活動担当（運動部）   

４ 委 員 校⾧会部活動担当（文化部）   

５ 委 員 体連支所⾧   

６ 委 員 （仮）田原市吹奏楽部会会⾧   

７ 委 員 田原市 PTA 連絡協議会会⾧   

８ 委 員 市Ｐ連女性部⾧   

９ 委 員 教頭代表   

１０ 委 員 生涯学習課   

１１ 委 員 スポーツ課   

１２ 事 務 局 教育総務課⾧   

１３ 事 務 局 学校教育課⾧   

１４ 事 務 局 学校教育課課⾧補佐   

１５ 事 務 局 学校教育課   

１６ 事 務 局 学校教育課   
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《資料２》  11 月の校⾧研修会で提案した部活動の見直し計画 

  

１ 目的 

○ 部活動の精選と大会の縮小を図りつつ、学校・地域・家庭が連携・協働し、子どもの実態にあっ

た持続可能な活動をめざす。 

 

２ 検討状況 

(１) 教員で組織する検討会による素案作成（７月～９月 各月１回） 

(２) 学校教育課内での検討（７月～９月、11 月 各月１回） 

(３) 校⾧会で素案の説明（９月、11 月） 

(４) 教員からの意見聴取（10 月） 

(５) 教員から提出された意見の整理（11 月） 

※賛成・概ね賛成が約 72％  賛同できない・あまり賛同できないが約 19％ 

・賛同できる点…子どもの実態にあった活動ができる。授業準備や個別指導の時間に余裕が持

てる。子どもが自由に活動できる時間が確保される。 

・賛同できない点…保護者や地域への理解が得られるか心配。新たな活動を計画することが負

担になる。小中の部活動への取り組みの格差が広がる。 

３ 方向性の検討 

(１) 基本的な考え方 

① 部活動の精選と大会の縮小を図る。 

② 地域の要望や子どものニーズにこたえられるよう、学校・地域・家庭が連携・協働し、無理

のない持続可能な業後活動のあり方を検討する。 

③ 大会を含めた部活動の見直しにおいては、効果の把握と課題の検証をし、計画見直しの検

討会を毎年開催してよりよい方向性を検討する。 
 

現状 案 

小
学
校 

【大会】 

・陸上（５月） 

 

・水泳（７月） 

・バスケットボール（１０月） 

 

・音楽会（２月） 

【大会】 

・陸上は、各関係団体と協議して大会の持ち

方を決める。 

・水泳は令和３年度に廃止する。 

・バスケットボールは、大会廃止を含めて今

後検討する。 

・現行の音楽会は令和４年度までに廃止す

る。なお、音楽会を継続させる場合は、開催

時期や大会規模の変更など、無理のない方

法を検討していく。 
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【活動日時】 

・火・水・金曜日。ただし大会の１か月

前は校⾧の許可を得て月・木曜日も活動

できる。 

・活動時間は、夏季１６時頃から１７時

頃（最大１７時半頃）まで。冬季日没 30

分前には活動を終わる。 

【活動日時】 

・火・水・金曜日のみで平日の週３日以内。 

・年間を通じて活動時間は勤務時間内（１６

時４５分頃まで）とする。ただし冬季は日没

３０分前には活動を終える。 

 

【活動方法】 

全員参加制。運動部･音楽部に分かれたり

同じ集団が大会ごと種目を変えたりし

て、１年間活動をしている。 

【活動方法】 

令和５年度には希望制を原則とする。なお、

それまでは希望制導入や活動内容、活動期

間等、各学校の状況に合わせて活動する。 

中
学
校 

【大会】 

総合体育大会（６月～８月）、新人体育大

会（１０月）。この他、協会の大会に年間

５～１５の大会に出場している。 

 

【活動日時】 

・月火水金曜日、および土曜日。 

・朝、日曜日は練習を行わない。 

※ＧＷも半分以上は休みにしている。 

・⾧期休業中の土日は行わない。 

・１６時から１８時頃。ただし冬季は日

没３０分には終了する。また、土曜日は

半日（３時間以内）を基本とする。 

【大会】 ※下線部は今後の検討事項。 

総合体育大会（６月～８月）は行う。新人体

育大会は行わない。ただし、協会の大会で代

替できないなど必要な種目については実施

しても良い。 

【活動日時】 

・月火水金曜日、および土曜日。 

・朝、日祝祭日は練習を行わない。また、Ｇ

Ｗ等連休は半分以上休みとする。 

・⾧期休業中の土日は行わない。 

・１６時から１７時半までとする。ただし冬

季は日没３０分には終了する。また、土曜日

は半日（３時間以内）を基本とする。毎月１

回は連休（休日で）が取れるように計画す

る。 

 

 

４ 近隣市の状況 

① 豊橋市 令和２年度に小学校水泳大会廃止。令和３年度にその他の運動部活動を廃止。 

中学校についても今後検討予定。 

② 蒲郡市 令和元年度に小学校で部活動入部募集最終（2022 年度 常設部活動・大会廃止）。 

令和２年度に全中学校で希望入部制導入。 

③ 豊川市 小学校の大会は６月バスケ・サッカー、夏休み音楽会、10 月駅伝を実施。 

来年度（令和 2 年度）に中学校新人戦を廃止する。 

④ 新城市 小学校は６月球技、11 月音楽会、12 月駅伝大会を実施。部活動としての活動は 

６月の球技大会に向けて行う程度。中学校は従来通り。 

 


